
６月２３日 「みんなの努力を認める千束小学校」 

 

 千束小学校はどんな学校ですか。このように聞かれることがあります。そんなとき、「明

るく優しい子がいる学校です」「友達と一緒に楽しく学べる学校です」「地域の人と一緒に千

束ファミリーで学校を盛り上げています」などと、千束小学校の良さをたくさんお話します

が、その中でも、「みんなの努力が認められる学校です」というお話をすることがあります。 

 「努力」というのは、「がんばること」です。みんなが努力すること、がんばることを、

周りの人は、認め合い、応援する気持ちがあります。それが素晴らしいことです。 

 具体的にどんなことがあるのでしょうか。たとえば、

運動会では、応援団やリレーの選手が活躍していまし

た。代表として選ばれている人に、他の人が大きな拍手

や声援を送っていました。１年生はこれからですが、ラ

ンランフェスティバルでも早くゴールした人を紹介し

ました。漢字検定で合格した人も、みんなの前で紹介し

ました。学校の中だけでなく、地域のクラブなどの活動

で努力した人も、紹介しています。一人一人に得意なこ

とがあって、学校の中も外も関係なく努力している人を

みんなで応援し、認めるというのはとても素敵なことで

す。そして、それを続けてきた千束小学校の良さでもあ

ります。 

 休み時間に校長室に来て聞かせてくれる「音読」も「努

力を認める活動」の一つであると言えます。学級のみん

なでそろって音読をして覚えられたら、担任の先生、そ

して校長先生に聞かせてくれて、合格すると名前が貼ら

れます。 

 今日までに１つ合格した人は１２３人、２つ合格した

人は８４人です。がんばった人がこんなにたくさんいる

のは、とてもうれしいことです。でも、まだ校長室に来

ていない人もいます。毎日教室では音読していますが、

覚えるのが苦手だったり、緊張してせっかく覚えたのを

忘れてしまったり、というような理由で、決して努力し

ていないわけではないでしょう。せっかく、全校で音読

に取り組んでいますから、みんなの音読を聞きたいと思

っています。 



 そこで、覚えるのが苦手だったり、緊張して長い文を

覚えられなかったりする人は、担任の先生と相談して、

短く区切って校長室での音読に来てください。全部で

はなく、少しずつだったら覚えられるかもしれません。 

 １学期も、今日を入れて学校に来る日は１９日間と

なりました。たくさんのことを努力しがんばっていき

ましょう。そして、音読もがんばって、ぜひ聞かせてください。 


